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Giusti-Hayton法

投与補正係数 R=1 - 尿中活性体排泄率 ×（1-腎不全患者のCLcr/100）

投与間隔調整法：腎不全患者への投与間隔＝通常投与間隔×1/R

投与量調整法：腎不全患者への投与量＝常用量×R
CLcr : クレアチニンクリアランス
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ビ・シフロール錠 （添付文書抜粋）

◆パーキンソン病
腎機能低下時の投与方法は右記のとおり。

◆中等度から高度の特発性レストレスレッグス症候群
CLcrが20mL/min以上の腎機能障害患者では減量の必要は
ないが、透析中あるいはCLcrが20mL/min未満の高度な腎機能
障害患者に対する本剤の投与については、治療上の有益性と
危険性を考慮して慎重に判断すること。
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